
※令和３年度以前入学生用

学校番号 T3009

教科 工業 科目 単位数 ２単位 年次 ３年次
使用教科書
副教材等 CADプリント・（必要に応じてインターネットより利用する）

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

課題研究（CAD）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解
観
点

令和５年度　工業科

観
点
の
趣
旨

各実習項目について
の基礎的な知識が理
解できているか。

正しく操作できる技能
を身につける。目的の
ものをつくりあげるこ
とができる能力を身に
つける。

各実習項目について
理論・原理および操作
方法・結線方法が正し
く行われているかを判
断し適合しているかど
うかの検討ができる能
力を養う。

学習意欲、学習態度、
取り組む姿勢や基礎
的な技術・技能に興味
を持ち積極的に作業
ができる能力を養う。

評
価
方
法

出席状況
授業態度

課題の提出状況

出席状況
授業態度

課題の提出状況

出席状況
授業態度

課題の提出状況

出席状況
授業態度

課題の提出状況

CAD・・・課題の図面が完成まで一人でできるようになること。

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）

欠席することがないように実習中は集中して取り組むこと。（CAD）
一般的な平面図を作成する。二次元図面の課題を繰り返し、形の異なった図面を書くことによりCADシステ
ムを使えるための基礎を学習する。



※令和３年度以前入学生用

a b c d

○○

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　 b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている

評価方法

１節CAD製図システ
ム

２節CADシステムに
関する規格

３節CADシステムに
よる製図

C
A
D
製
図

４
月
～

２
月

出席状況
学習態度
提出物等
を総合的
に判断

a：CADを用いて線を描く技術
に関心を持っているか。
b：アプリケーションウェアに共
通する基本的な操作などの技
能を習得させる。
c：線の違いを表現できる。
d：アプリケーションの機能を理
解し、適切に使用できている
か。

○ ○

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準


